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   実証講座「ｅ－ラーニング 建築士講座」は、アプリケーション「Quizlet」を使用した。 

   このアプリ上に二級建築士の試験科目「計画」の試験問題をアップし、4 択で答えを入れて 

   その場で正誤を確認できるようにした。 

   ゲーム感覚を活かして楽しく学習を進めることで、学習効果を上げる「ゲーミフィケーション」 

   の考え方を専門職教育に適用する実証講座を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アプリケーション「Quizlet」の画面 
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問   

シン ルベッド 2 イトテー ル 2 す（

2 400 行 600 ）およ 化 がある の 室の

さを 内法面 で とし  

15 

 

ーテ リテ に て するアイ ン を け の さを

とし  

850 

6 けの と （ 1 800 行 450 ）がある

イ ン の さを 内法面 で とし  

13 

室の計画において 本 手のしつ 4 4 4 4 として

1 820 （ 間）の の間の 面に か て に 法の

を け 面には 行 の を計画し  

360 

 

が する 式 所の さを ス ースを

して 内法 法で mm 行 1650mm とし  

1650 

所は 室 などとの を して

計画し  

ー ス ード 

キッ ンの機 の 置において L とする に シン

ク レン の各 面の 心を結ぶ によ てでき

る の 3 の が m とし  

3 6 6 

 

いす が するキッ ンタイ を とし   

室の において 室との の解 と を

して に を け  

レー ン  

における手す の さは 面の の位置か

cm とし  

75 85 

2 にある ル ーにおいて ル ーの 面か の

さが 300mm 650mm の 壁の に 置する手

す の さを 壁の か mm とし  

800 

 

ス ースは 各 室の 面 の % 度とし の

を として 室に計画し  

20 ォークインク ット 
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① 
 

問   

において 平方 の となる ル ーの

は 容 に破壊できる のとする  

境パネル 

は に 室 と て エレベーター1

の を する とができ に て

計画が しい  

く さ 

 

イン リドール は に の面

が な すい  

きく 

室 は に はエレベーターか

各 の を でき 各 の ライ シー

が  

く し すい 

 

イン リドール は に を に

置する とが い イン リドール は に

に て がし すい  

換気 

 

スキッ フ ア は に 各 の 性を均

質に  

しにくい 

は 2 3 ごとに を け

のない の については か で

し に る 式であ に と て エレベ

ーターか 各 の が なる  

スキッ フ ア く 

 

は に 各 の表 を 的に表

に す とを して に 間 室を 置す

る 式である  

リ ン アク ス 

 

は と各 のアク ス を

し 式で 道 か アク スし の 要な の

く の に ンス ース（ ン リーン）と れる

を ける  

地アク ス 
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問   

において 平方 の となる ル ーの

は 容 に破壊できる のとする  

境パネル 

は に 室 と て エレベーター1

の を する とができ に て

計画が しい  

く さ 

 

イン リドール は に の面 が

な すい  

きく 

室 は に はエレベーターか

各 の を でき 各 の ライ シーが

 

く し すい 

 

イン リドール は に を に

置する とが い イン リドール は に

に て がし すい  

換気 

 

スキッ フ ア は に 各 の 性を均

質に  

しにくい 

は 2 3 ごとに を け

のない の については か で し

に る 式であ に と て エレベータ

ーか 各 の が なる  

スキッ フ ア く 

 

は に 各 の表 を 的に表に

す とを して に 間 室を 置する

式である  

リ ン アク ス 

 

は と各 のアク ス を

し 式で 道 か アク スし の 要な の

く の に ンス ース（ ン リーン）と れる

を ける  

地アク ス 
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などに し て の計画  

問   

に して 室の の は を

け 内法 法で 1 0cm cm 度のス ースを し

140 

各 室の は とし の の 面に

を  

レール 

いす に 室の き し か できるように

を け  

ス ー  

いす の を して 面 の の さを

面か mm とし  

750（ 800） 

 

いすの に し キッ ン ンターの に さ

mm 行き 50mm のクリアランスを け  

600（ 650） 

 

の する 室の 業 の照度を 日本工業

（ ）における照明基 の とし  

（1 5 ）2 

 

は に な温度 化 の がしにくくなるの

で 暖 については 各室間の温度 が小さい と

し  

室暖  

 

の の 壁に ける の さを の 1

の 面か 方に mm とし  

300 

の手す の は で 平に mm し

きに  

300 

の手す の を 35 とし 面か の さを

とし  

750 

関の の で くつ と 関 の を

に して とし くつ と 関 間の を

とし  

20 5  

 

が する 内 は の を 1 12 と

し さ ごとに を け  

750 
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所 ル  

問   

アを平面の 体に 置し 式であるオー ン アは

基 の 面 が 所 ルに適している  

きい 

ル ア（ ア） ランは きい スパンとし すい

特 のフレキシ リテ は いが ック し 小 しの

方式では に レンタ ル を る とが  

できない 

 

ア ランにおける ア は 計画およ 計画 の

が必要であるが な 空間を し すい  

自  

所 ルの 性に関する指標である は

面 に する の 面 の 計の である  

レンタ ル  

 は 間 間 などの位置を基

法によ する とである  

ュラー ー ネーシ

ョン 

 方式は 室に し の

を け が を する の方式は 室の

が でないとス ースの効 的な活 が しい  

フリーアドレス 60 

 

方式は 式と 行式の特徴を わ の空

間がよ 明 になる の方式は ミュ ーションと 

の 方を必要とする業 に適し 置である  

スタッ ライ シー 

面 が 所における の 置 式は に 行式

よ 式 うが の を 置する とができる  

く 

 

所 ルのエレベーターの 置 の に いる ルの

に する が い 間 の 5 間に する

の は に 自 ルよ のテ ントが る

ルの うが  

ない 

 

層の 所 ルにおける エレベーターの は に

が い 間 の 間に する を して

計画する  

5 

 

 は ュール に基 いて 機 を

理的に 置する とができる ット化され である  

システ  

は を自 に行う とができるように

とし のである  

フリーアク スフ ア 
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業  

問   

面 に する 室 の 面 の 計の は に シ

テ テルよ ネス テルの うが ネス テルにお

いて 面 に する 室 の 面 の を %として計

画し  

い 75 

 

量 において の 面 の 計（ 内の を ）

は に 面 の 度である  

60 65 

において の の さについては にと て

の すさ と 手に すさ を して 面か 700

mm となるように計画し  

1400 

 

面 の 計が 200m2 のレストランにおいて の 面 を

とし  

50 0 

面 の 計が 100 の において の 面 を

とし  

15 20 

の 面 の 計が 100 の 画 において 容 の計画

を とし  

140 200 

小 の物 において ショー ースで れ の

を mm とし  

900 1100 

スーパーマー ットのレ ンターの の さを 面か

mm とし  

700 

に面するショー ンド において の内 を すくするよう

に を け 日射を  

 

 

物 の のショー ースは を して

とし  

可 式 

 

を 象とする の 式を とし   

 

シテ テルの 室において 照明は を とし 各照明ご

とに照度を できるように計画し  

間 照明 
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化  

問   

オ ラ において 可視 を して の か

の 心 での視 を m として計画し  

38（ ） 

において 演 に て と との関係を 化さ る

とのできるように 式で計画し  

ア タ ルステー  

画 において の 1 の 面 を を

て として計画し  

0 7 

において の の空間に 回 などの機械

が 置される を計画し  

 

ン ート ールにおいて 演 と との 体感を る とを

して が演 を の空間 式を採

し  

アリー  

 

において ア ステー の か フライ フト

での さは ア の の さの は

必要である  

2 5 

 

において 示室の 面 の 計を 面 の %

度となるように計画し  

40 

物 において 学 の は と して

置する  

 

において の  

室は およ に して 置する  

解室 

 

ミュ テ ンターにおいて 室 室などのゾーンと体

室 実習室などのゾーンとは けるとよい  

して 

 

日本画を 示する壁面の照度を 日本工業 （ ）の照明基

に わ て 度とし  

300 

 

小 な 示室は の が生 ないように

の 計画とし  

き 

 

れ 示ス ースを 効に し 示壁面を す

に を し  

つ 可 示パ

ネル 

画 の 工照明の光源を 自然光に い とし  色光 

ミュー ア ショッ を に面して 置し  エントランス ール 
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・  

問   

は 計画 理

の 5 に ける とができる  

 

所では 室で し に 置・ できるように

室と  影室は して 置する  

置室 

の において の と の の

容 さに して イン リドー とし  

 

において は が をし

くつ い する の室を という  

イルー  

は が必要で 自 において

を ける とが な 65 の の の で

ー ー （ ア ス）と に 所

として 法に されている  

特 ー  

 

は を けている が

などによ 所して 日 生活指 などの

ー スを ける である  

イ ー ス ンター 

 

 は における の必要はない

が に する の機 ・ が必要な

の の である  

 

 

 （ショートステイ）は き などの

にかわ て 間 を かる である  

所生活  

（ ー ）は による を ける

とが な が 日 生活 必要な ー スを けなが

自 的な生活をする である  

ア ス 

 

は を必要とする 知 の

が などの を けなが 生活を行う

である  

知 ルー ー

 

は 心 に があ 業に する とが

しい が 自 し 生活を 指して く である  

授  

特 ー において 2 の 室の

面 を とし  

22 
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・ など  

問   

地 において などを気 に 空間

として を け を 置しない 0

容の 室の 面 を とし  

ラ ン ー ー 80 120 

 

地 において 室と 室は けて

し が は とし  

ンター 

 

内の などを 断で される とのないように

を採 し  

（ ック テクションシステ

） 

学 において 室の システ は とし

 

式 

 

室 の 学 において 学 生活の となる

ー ベースを 所に 置し  

の に すい 

小学 において 化する学習 に わ

として 的ス ースを 室に して

置し  

ークス ース 

小学 において 30 学 の 室の 面 を

とし 学 は 室 とし 学 は

とし  

45 60 特 室  

 

学 に いて 環境教 教 と て

 

オトー  

において 室の 1 の 面 は 5

学 よ 3 学 の うを し  

く 

所において  を 象とし 20 の 室

の 面 を とし  

40 

所において 所の ースの の さは

の と の指 の に m とし  

1 2 

所において 所は の くに け

 

室 

 

所において 昼 の と とを けて け

 

の  
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物の各 の 法およ 面  

問   

の 室において 室の 室の内法 面 を とし  28 

 

特 ー において 4 の 室の 面

を とし  

44 

の する 1 の において を

とし の 間に 2 の を け  

1 15 

の ス ースを 1 さ

550 とし  

350 

自 式の地 にある 4 の自 において

の か わ での 平 を とし  

24 

内 において 1 の 所要面 をなる く でき

るように 60 度 式ではなく 式とし  

なく 

式の 内 において 自 の を

とし の内法 を とし  

6 0 

・ において 小 自 が平行に できるように

1 の を とし 自 の ス ースを 1

さ 190  

とし  

90 60 

 

に わる 行 の を とし  1 8 

エス レーターの を とし  1 2 

が する の の を とし  6 7 

物において ストール 小 の 間 を とし

面化 の さを とし  

80 75 
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は など・ ・ の生 方式  

問   

小学 において を ラス にするに て

性を して を い  

化 ラス 

において の 行の とな ないよう 各

の 関 に を け 関 を きとし  

アル ー  

 

において 方を き 方をは しとし

の を して き を に け

において と採光の リルシャッタ

ーを け  

 

 

において の を タッ スイッ 式の

とし  

自 ドア 

物 において 度の い物 の を

とし  

き 

は を とし の を 方に き

お し である は か 方に きお

し である  

 

 

は が と とで な が

が の である は 4 つの

が 1 つの に である  

れ 方  

 

は において発 し

の工法で 断面が 2 イン 4 イン の を 体

に される工法である 工 において 壁などの

要 を と によ てパネル化し れを

現 で てる工法を という  

壁工法（ ー イフォー

工法） 質パネル工法 

 

は をあ か 工 で生 する方法

で 質の 化 工 の などを 的とし 工法である

は レキャスト ン

クリート を して現 で に てる工法である  

レフ 工法 レキャスト

ンクリート（P ）工法 
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体 などに し 物  

問   

の手す は を 35mm とし 手す と壁面とのあき

法を mm とし の手す の は で 平

に 300mm し に 式 所の手す の

は 手す に て 手す を くし  

40 壁面  

エレベーターかご内の の位置は 面か

心 での さを mm とし  

1100 

に し などを行う ンターの

の さを 面か mm とし  

720 

室内の ・ において と し キック レートの

さを 面か mm とし の

に し の を mm とし  

300 400 1200 

 

け の さを mm とし を 面か

の さ mm の に け 壁 け ン ン

トの け さを 面か mm とし  

400 450 400 1400 400 

 

エレベーターのかごの内法 法は いすの回 を し

て 間 1 00mm 行 mm とし の

効 を 800mm とし  

1350 

 

き の 関ポー の の 手方 に の に

平 なス ースを け  

2000 

 

いす に し などを行う ンターの

に さ 600mm 行 mm のクリアランスを け  

450 

視覚 がい に し の に ける 起

ックは の手 度の に け  

300 

業 の照度を 日本工業 （ ）における照明基 の

とし 面 の照度を とし  

2 800 

などの表 には 的に の視 が

化するのを して を ける  

色 

において を し できる

ス ースの を とし  

1400 
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く ・ 地の計画  

問   

は 行 の空間である ールの の と

つであ の自 の を して 面 スなど

の 機関に て 行を のである  

トラン ット ール 

 

の きな特徴の つは 地方自 体の する 計

画 による自 的な などに実効性 を

とである 計画は 行 体が するが

が をする とができる  

法  

 

は 行 と自 の を 的とし

の の とである  

ストリアン ッキ 

発 

は の市 地を 象とする都市の 業で に

などによ て行う く の とである  

ンエルフ 

は 地の道 において 自 の 度を く

行 と自 の を る の手法である  

シ イン 

は 地の道 において 道 を きく 行さ

る とによ て 自 の 度を さ る の手法である  

ラド ーンシステ  

は 心市 地 の自 の を

す の に され で自 で行き か

機関を して 心市 地 する手法である  

パークアンドライド 

における 地 面 の を な

どのレクリエーション 地とし  

10 

における 地の の くに を

置し  

 

ごとに の 心 に を 置し   

ルー ごとに として を計画し  レイ ット 
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問   

日本 行本 （ 1896 ）  

（ ）（ 1 0 ）  

テル（ 1922 ） フランク・ イド・ライト 

シュレー ー （オラン 1 2 ） ・T・リートフ ルト 

ォア （フランス 1 31 ） ル・ ル ュ エ 

（ア リ 1936 ） フランク・ イド・ライト 

フ ン ース （ア リ 1950 ） ミース・フ ン・ ル・ ーエ 

（ 1 51 ）  

平 （ 1 52 ）  

本 （ 1 5 ） ル・ ル ュ エ 

化 （ 1 61 ）  

フ ッシャー （ア リ ） ルイス・ ーン 

ー ア リ  フランク・ イド・ライト 

ラスの （ア リ ） フ リッ ・ ョン ン 

の （ア リ ） ート・ ン ューリ 

ラ・ ラ （フランス） レ ・ ール ース 

（ 都）  

体 小 （ ） 陽 

ス イ ス（ ）  

の （ ）  

の （ ） 光 

の （ ） 原  

ルー ックス ス（ ）  

の （ ） 小 （ ）  
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問   

（ ）アテネ）は ギリシア にアテネのア

ク ポリスの に され ギリシア の アテー ーを

る で ドリス式のオー ーによる 式とイオ ア式のオ

ー ーを い ギリシア である  

パルテ ン  

 

ッ （ ーマ）は ーマ に れ ーマ市内

に る の（ ）であ ドリス式 イオ ア式お

よ リント式のオー ーを い ーマ である  

 

 

（ ）（ ーマ）は ーマ ドリア スによ て

され で れ がおよ ンクリートによ れ ド

ー を特徴とし ーマ の 表的な 物である  

パンテオン 

 

（ ）（イスタン ール）は 33m さ

55 6m の ン ンテ ドー を い 空間を つ ン

ン の 表的な 物である  

ギア・ フ ア  

 

（ ）は イタリア・トス ー に位置する

のド オ に て れ ラテン の ランを

に のドー を け （ ） で

1987 に ネス （ 化 ）に されている  

マネスク 

 

ートル （パリ）は アー リ ールト

の 壁をつな （ ） 式の 面を特徴

とし シック である  

フライン ットレス 

 

ミラ （ミラ ）は い壁 太い アー の

小 の を特徴とし （ ） の 表的な

物である  

（ ） シック 

 

フ レン （フ レン ）は ルネレスキの

計による と の ドー を特徴とし （

） 物の 表的な 物である  

ルネ ンス 

 

ン・ エト （ ン）は トリック の 本 で

なドー を い （ ） の 表的な

である  

ック 
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日本  

問   

（ ）（ 都 ）は 方 の で 層を

層 を とし 層の 物である

 

 

（ ）（ ）は として い れ

が に 化し と れてお て

が い れ 物で 平面の 方 を 面 と

して る平 の（ ） の 物である  

内 明 

 

（ ）（ ）は 現 の 物であ

式に うように計画され 物を する 層

の 

の を つ であ 式で て れ

物である  

法  

 

（ 都 ）は な の に ている本 の 面の

を い で る（ ）の 物である  

 

 

（ 都 ）は などか

され に 室 の特徴を れ （

）の 物である  

 

 

（ ）（ ）は （730 ）に され

各 に （ に け ）が い 本 き

の である  

 

 

（ ）（ ）は 室 の と

されてお が く の が いなどの

（ ）の特徴を 物である  

覚  

 

（ ）（ 手 ）は が の し

で れ 方 間の であ 平 に て れ

物である  

色  

 

日光 照 （ ）は を 化し 照 現

を る 本 と とを の間で （ ）の

である  

現  
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空気 ① 

問   

量 クト方式（CAV）は （ ）を る とによ

室温を する  

温度 

量 クト方式は 熱 特性の なる室における れ

れの に して 容 に する とが（ ）  

できない 

に 量 クト方式は フ ン イ 

ル ット方式と 量 クト方式とを し に

て 必要となる クトス ースが（ ）なる  

きく 

 

量 クト方式は な換気量を  

的に （ ）  

し すい 

量 クト方式は 湿し 空気の 熱を行わない

における室内温度は よ （ ）す

る  

 

 

量（VAV） クト方式は 室内 の に て 各

室 の（ ）を して 所 の室温を す方式である

量 

 

量 クト方式は 量 置ごとに熱 に

量 けを 気すれ よいので （ ）の を る

とができる  

フ ン  

 

に 量（VAV） クト方式は 空 

気熱源マル パッ ー 空 機方式に て 空気 エ

ネルギーは（ ）なる  

きく 

 

量（VAV） クト方式は 熱 の ークの 発生

がない 量 クト方式に て （ ） （

）を小さくする とができる  

空 機 クト イ  

 

量（VAV） クト方式は （ ）においては 必要

換気量の と 空気 度の が な がある  
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空気  

問   

（ ）は ヒートポン によ れ

る 熱量とエン ンの 熱量の 計を できる  

スエン ンヒートポン  

に 熱 を け 放回 方式に て （

）は ポン を する とができる  

回 方式 

10 12 度の 温 を し （ ）は

の が可 であ 空 機 クトス ー

スを小さくする とができる  

温 空 方式 

（ ）は と温 の 2 の クトによる

気を さ て温度 を行う 性は い

が エネルギー が きい  

クト空 方式 

 

マル パッ ー 空 機の（ ）は

と暖 が に発生する を する

とができる  

暖  

 

に 空気熱源ヒートポン 方式のルー エア ンの暖

は 気の温度が（ ）なる ど する  

く 

（ ） 空 機方式は 室 機か 室内機

に を 環さ て を行う  

空気熱源マル パッ ー  

し空 方式は（ ）を 気 クトとして する

ので 気の位置が に くなる 温度と室内

温度の が（ ）なる  

小さく 

 

フ ン イル ット方式は ットごとに 量を する

とができる （ ）が容 にできる  

 

 

放射 を行う は 放射パネル表面における を

する に 放射パネル表面の温度を（ ）す ない

ように する必要がある  

結露  

 

と に（ ）は スを さ

と温 を に は て す とができる

ス 温  

 

（ ）の 効果は として

との による の 発 熱によ れる  

（クーリン タ ー） 

（ ）は と に を さ

は温 を 1 でつくる とができる  

き 温  
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換気  

問   

壁に換気 を け れない地 の 気室を （ ）換気方

式とし  

1 種 

スが の室に れないように イラー室は （ ）換

気方式とし  

2 種 

気が エリアに れないように 室を（ ）換

気方式とし  

3 種 

源か フード での さが（ ） となるように

の 気フードを 置し  

1  

機械室において 気 の を スが

いし に しないように（ ） くに け  

面 
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・  

問   

所 ルにおいて の 層の容量を 1 日の

量の（ ） 度とし  

50 

的な 所 ルにおいて 計 量を 1

1 日 （ ） とし  

80 

に における 計 量は 1

（ ） 度である  

200 350 

に の 室シャ ーの 必要 は

（ ） である  

70 

の 置 方式の 置 は 物内で（

）にある などの必要 が できる

さに 置する  

い位置 

 

の 置 方式による において ポン か

置 の き が か （ ）で

の きを行  

層  

 

に の 置 方式においては

の は 道 結 式に て （ ）なる  

小さく 

に における タンク方式は 置 方式

に て の が（ ）  

きい 

 

における（ ）方式は 道本 か ポ

ン によ て 層に し を 物内の必要な 所

に する方式である  

ポン  

 

道の に を 結する（ ）方

式は 道本 の を できる エネルギー効果

が できる  

結  

 

内 で 類が する とを の は

内 の（ ）を のにな ている  

光の  

 

（ ）とは の ・ と の の

が ・ 置によ される とをいう  

ク ス ネクション 

 

における 熱 置と タンクをつな （ ）に

は を けてはな ない  
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・ 生  

問   

気 て の は 位の よ （ ）位置

に て を する  

い 

て の を して ける（ ）は を

よ 小さくしてはな ない  

気  

気 は トラッ の（ ）と 内の（ ）

を する に ける  

破  

自然 式の て の は どの において

の きな を する の と（ ）にする必

要がある  

 

 

に（ ）を いる とで 気

を 気 けにする とができる  

特 手 システ  

に 気 の は の の い位置にある 生機

のあ れ か （ ）cm 方で（ ）さ る  

15  

の 気 の 気 は ・換気 などの

に ける の か （ ）cm る

か は か 平に（ ）m す  

60 3 

 

て は （ ）と してはな ない  気 て  

に けるマン ールの は 効内 （ ）cm と

する  

60 

 

を する の には（ ）を

ける の は ットに か て（ ） とする  

ット が  

 

リース （ し うき）は する に トラッ を

ける必要が（ ）  

ない 

の の に け 気 の を する

トラッ の（ ） さは に（ ）cm とする  

5 10 

において （ ）を に 2 に ける とは さ

れている  

トラッ  

の トラッ は トラッ に て （ ）によ

る破 を起 し すい  

自 イ ン  
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気・照明  

問   

気 において に る 本 が（ ）な

ると の 容 は小さくなる  

く 

の においては 容量 の太さ・ さが で

あれ を（ ）する うが における

が なくなる  

く 

 

に 物の は  （ ）によ される  

に （ ）は 小 の 所 ル

の ・ ン ント の 気方式に い れる  

3 式 100 200  

に が（ ） になる には （

） に を 置する必要がある  

50 要  

の 要 に される には （ ・ ・ ）

の 3 種類の がある は で（ ）

で（ ） である  

・ ・特

750 600 

に およ の れ すい 熱 ・ 光 に 気を

する 内 の 地 は （ ） とする  

150 

に （ ）  の 機 の の 置には 種

地工 を行う  

300 

地工 には 工 の 象 地 およ 地 の

太さに て  種類があ （ ）に 類

されている  

 種  種  種 種 

 

スター ルタ は かご 機の 方法の 1

つであ に て（ ）を小さくする とができ

る  

 

 

（ ）は 機 の を する 的の

に 機回 に（ ）に する  

ン ン  

所 室など 気のある 所の ン ント回 には （

）を ける  

断機（ レー

ー） 

内 工 に する は （ ） の

およ 露 は し 湿気の い 所 の が可

である  

ンクリート内 
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・  

問   

を 地する は さ（ ）m を る 物におい

て の さ（ ）m を る を か するように

ける  

20 

 

エレベーターは における（ ）

（ ）などを 的とし である  

の 活

業 

自 知 の 式感知 は の温度が（

）になるときに する  

の温度  

自 知 の 温式感知 は の温度が（

）にな ときに する 知 である  

の温度  

光 式スポット 感知機は （ ）が（ ）

ときに する感知 である  

の 度 を  

に （ ）は 発 が 発生 に タンを

し ベルを さ る とで 物内の に 知す

る  

 

 

の ベルにおいては 音響 置の 心か

（ ） れ 位置で（ ） の音 が必要である  

1 90 

内 は に（ ）に い れ （

）によ 放 する  

手  

内 の 2 の は 原 として

平 （ ）m 内である  

15 

 

（ ）は の に う とができる

である  

 

 

（ ）は 気室 発 機室 ン ューター

室などの 気 に して 効な である  

不活性 ス  

（ ）は を する の を

スで放 する であ 体 の に 効であ

る  

 

 

（ ）は によ 面を う とで空気の を

つとと に 効果によ を行う （ ） の に

効な である  
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環境・ エネ計画  

問   

に 太陽 の 換効 は （ ）シリ ンの うが 

（ ）シリ ンよ い  

結 ア ルフ ス 

に が において 太陽光発 システ の 間発 量

が きくなる方位は 太陽 パネルを（ ）に 置

度（ ）° 度に 置し である  

30 

 

に システ においては の 所は

（ ） （ ）である  

 

に 層 ラスにおいて Low-E ラスを する

（ ） よ （ ） に い うが 暖 の断熱性が

い  

内 

 

日射による か の熱 を する に 所 ル

において （ ）システ を採 し  

エアフ ー ンド  

に システ においては 日射による か の熱

を る には エア リアよ ルスキンの う

が効果が（ ）  

い 

 

な 照度を する （ ）を いて照

明 を行  

照度 ン ー 

間 に 気を れる とによ 内 の熱 を行うと

と に （ ）が できるように 気 の計画を行

 

自然換気 

 

に 化を する には 表面か の の

（ ）が（ ） 物の うが の が

できる  

発 きい 

 

CASBEE（ 環境 評価システ ）における BEE（

物の環境性 効 ）を る には 物の環境 質

（Q）の指 を（ ）し 物の環境 （L）の が

（ ）なるように計画する  

きく 小さく 

 

空気 においては 空 ポン の（ ）

による 量方式を採 する とによ （ ）を で

きる  
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問   

空気 における（ ）とは 室の

間 空 方位などによ 空 を する とであ

る  

ゾー ン  

 

照度計 に い れる（ ）は ラン の 化

などによる照明 の光 の 度を で表す  

 

に （ ）とは 発 に う 熱を

などに 効 する のである  

ー ネレーションシステ

（ ）は 照明 を る に い れる指 であ 室

の ・ 行・ 業面か 光源 での によ て る  

室指  

（ ）は 熱源機 のエネルギー効 を表す で

ある が きい ど効 がよい とを表わす  

係  

式 の 方式である（ ）は 射

か を く さ の で 物を する  

ーア ト式 

（ ）は し は し が

イ ン によ に する とを する に

ける  

キュー レー  

 

の 方式である（ ）は が

する 物などに適する  

フラッシュ ル 方式 

（ ）とは 方 クトの断面の と の

であ が（ ） とする とが しい  

アス クト 4 1 

 

に は （ ）の 心に く ・ の容 な

所に ける  

 

 

に 暖 は室内における（ ）の温度 が なくな

る  

 

に タンク式トイレの 量は イ ン式で

い とし式で で  の しつつあ

る  

10 8 4 

 

都市 スの 方式は によ て されているが

ス機 に適し 方式は（ ）MP と

されている  

0 1 
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① 

問   

BOD （ ）で 質 を評価する指標の

1 つである  

生物化学的 素要 量 

PM （ ）で 温度 湿度 気 放射の 4

つの温熱要素に 量と 量を し 温熱指標で

ある  

測平均温 感  

 

PAL （ ）で の熱的性 を評価する指標

である  

間熱 係  

UPS （ ）で などの に 的に

を行う に い れる  

源 置 

COP （ ）で 熱源機 のエネルギー効 を表す

である  

係  

CAV （ ）で 室内の 暖 の 化

に して 気の温度を 化さ る とによ する空 方

式である  

量 クト方式 

 

CEC （ ）で 空 換気 照明 お

よ エレベーターの各 システ に関わるエネルギーの効

的 に する評価指標である  

エネルギー 係  

 

AHU （ ）に い れる空気 機で エアフ

ルタ 熱 換 湿 機などによ される  

式空 方式 

PBX （ ）で 業所内などでの 機

の と 局の回 と 業所内の 機との を行

う 置である  

内 換機 

 

LCCO :（ ）で 物の 間 体の

化 素の 量をいう  

ライフ イクル  

MRT （ ）で の 方 か ける熱放射

を平均化し 温度表示を う  

平均放射温度 

H （ ）で 空 機によ 空気に れ は さ

れる熱量のう 熱量の る である  

熱  
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計画原 気  

問   

日は （ ）気温が（ ） の日 日は（

）気温が（ ） の日である  

日 0 日 30 

平均 気温は 日本において 7 は 8 に にな

快 日の日射量は （ ）の に になる  

 

気 日射量は によ て するが 間平均 は

1370 で （ ）と れる  

太陽  

快 日の 物の表面温度は 間においては 面よ

平面の うが（ ）な すい  

く 

に 快 日の の（ ）湿度は 日のう では

 

 

（ ）湿度は 日のう では （ ）は く （ ）は く

なる  

日 間 

地方の は快 日において 日 は（ ）か （ ）

間は（ ）か （ ） く がある  

 

に さ 10 100 の地 温度は の地 の（

）よ わ かに い 間を て（ ）している  

平均気温  

による を 地においては 物の（

）を（ ）よ くする必要がある  

基礎 地 結  

に 気温の は 度の うが（ ） 内

か に行く ど（ ）  

きく 小さい 
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計画原 空気環境・室内気  

問   

空気 の原因となる ので による のとしては （

） （ ）がある  

化 素 体  

 

に 室の必要換気量は 室内の（ ） 度と

の（ ）を基 にして する  

化 素 発生量 

 

不 によ て発生する 化 素は 色 の

スであ 容 は（ ）である  

0 001 （10 ） 

 

（ ）が 温度が い空気 い空気 量

の 気を  

湿度 

 

気 は 球温度を くすると（ ）なる  く 

湿度は 球温度が 球温度と湿球温度の

が小さい ど（ ）  

い 

 

（ ）放 量は の において

表示 よ 表示 の うが（ ）  

ル アル ヒド い 

 

所 室は （ ） 気と（ ） 気を行い 室内 を

の空間よ （ ） つ  

自然 機械 く 

の暖 室の における（ ）は 室内の空気

が 表面 で されて する とによ て起 る  

ールドドラフト 

 

平均温 感 は が（ ）のときは で く

く ない と 測される  

0 

 

（ ） と （

）に な  

露 温度 

 

と では が感 る快適な温度の は（ ）  なる 

室内の温度が で 室内表面温度が いと （ ）は

くなる  

体感温度 
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計画原 換気・ ① 

問   

室内の 質 度を基 として計 し 必要換気量は

室内 容 度と 気の 質 度との に（

）し 室内の 質発生量に（ ）する  

 

 

に （ ）の 度を基 として必要換気量を計

する の 室においては 容 度は（

）である  

化 素 0 1 （1000 ） 

 

必要換気回 2 回 の室では なくと （ ） 間で

の室の容 と 量の な空気が される必要

がある  

0 5 

 

室における（ ）換気とは 室 体に して換気を行

い の室の 質 度（ ） とをいう （ ）換

気とは 熱 物質が発生する を 的に換気

する とをいう  

る 局所 

 

断熱性・気 性を 物においては （ ）換気

が 要である  

計画 

タ の アスベスト ラドン ル アル ヒド

オゾン 化 素は室内の空気 に関係が いが

（ ）（ ）（ ）は関係がない  

リ 素 アル ン 

 

イ の の室において 必要な換気回 は

（ ）回 である  

 

イ 室容  200  

 室  12  

 室 1 の による  化 素の発生
量 0 02  

 室内の 化 素の 容 度 0 10  

 気の 化 素の 度 0 0  

2 
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計画原 換気・  

問   

室内を（ ）に できる 種換気 は 室内 の

空気の を とができる  

 

所 室においては 空気が しないよ

うに （ ）を い 換気とする  

気機 

質が発生している室における必要換気量は の室

の容 の 小によ て 化（ ）  

しない 

に の 室において 機械換気 を ける

換気回 が（ ）回 となる機械換気 を

ける  

0 5 

 

に 室における必要換気量は （

） 度とされている  

30 

ス ン を する 所に ける換気 の 効換気量

の は （ ）量と（ ）量が関係する  

理 ス  

自然換気の の効果を る には の

に わ 方位に （ ）の の を ける  

気 

換気回 は 室の 1 間あ の（ ）を の

室の（ ）で である  

換気量 容  

において 内温度よ 気温度の うが い

内 の温度 によ て には の空気が

（ ）する が生 には 内の空気が（ ）す

る が生 る  
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計画原 伝熱  

問   

ラスを い 層 ラスは 放射 ラスを い 層

ラスに て熱 が（ ）  

きい 

的な 明 ラスの 光 は （ 波 ）の

うが 可視光 （ 波 ）よ （ ）  

小さい 

の太さが であれ ラス ールの熱伝 は かさ

が 10 の のよ 30 の うが（ ）  

小さい 

に 断熱 の熱伝 は を と（ ）なる  きく 

に 壁体の室内 の熱伝 の は 気 表面の熱

伝 の に て（ ）  

きい 

色 イント の壁の 日射エネルギーの は

（ 波 ）よ 可視光 （ 波 ）の うが（ ）  

小さい 

アルミ は 放射 が（ ） 壁の表面に る とによ

て 放射による伝熱量を なくする とができる  

小さい 

壁面などの 体表面と れに している 空気との間に生

る熱 現象を（ ）という 

熱伝  

空層において 空な内 であ て （ ）によ て熱

が生 る  

放射 

 

壁体の 空層の熱 の は 空層の 度 さなどに

よ て（ ）  

なる 

 

体 の 容 熱が（ ） は 容 が（

） に て 温 るのに くの熱量を必要とする  

きい 小さい 
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計画原 結露  

問   

室内の（ ）を行う とは の室内の表面結露 に効

果がある  

換気 

暖 室での （ ）の の 置は の の室内 の

表面結露を する効果がある  

放熱  

放 ストー を い 暖 では （ ）が発生する

（ ）が生 すくなる  

気 結露 

ンクリート の 物における 断熱工法は （

）ができにくくなる 結露 に効果がある  

ヒート リッ （熱 ） 

の に内 （イン ー ッシ）を 置する 内 の（

）を くする とによ の室内 の の表面結露を

する効果がある  

気 性 

 

気に面し ラスを （ ）の い のに 換する

とは の室内 の表面結露 に効果がある  

断面性  

（ ）を る とは の室内の表面結露

に効果がある  

シャッター 

の 壁の室内 に生 る表面結露は 湿層を ける とに

よ て とが（ ）  

できない 

内断熱の に起きる 壁の内 結露は 断熱 を く

する とによ て （ ）  

できない 

 

暖 室と 暖 室がある 湿性の い 物であ て

（ ）では結露が発生し すい  

暖 室 

 

気に面し に ーテンを るすと ラスの室内 表面に

結露が発生し（ ）なる  

すく 

 

に 地 室において生 る結露は （ ）を行う とによ

て に する がある  

換気 

 

の 物において 壁の断熱層の（ ） に 湿層を

け の断熱層の（ ） に 気層を ける とは に

おける 壁の内 結露の には効果的である  

室内  

 

における 生機 の の結露 には の

（ ）が効果的である  

断熱  
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計画原 断熱性・気 性  

問   

において の断熱 を い の 壁の断

熱層内に（ ）が生 壁の断熱性が するお

れが生 る  

気 

 

の 壁の断熱性を ると か の日射の影響による気

温の は（ ）なる  

きく 

 

において （ ）を ると 計画換気を行い すい  気 性 

の気 性を ると 熱 係 の は（ ）なる  小さく 

断熱 を し 壁においては 断熱層の（ ）に（

）を けるとと に 壁体の内 結露 の 室内の空

気が壁体内に ないように（ ）を る  

内 湿層 気 性 
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計画原 熱 ・熱 係  

問   

イ の によ 計 し 壁 およ の熱 の

計 は  

 

 

 

イ 壁（ を く）の面  240  

 の面  20  

 の面  90  

 気温 3  

 室温 28  

 壁の熱  0 3 ・  

ト の熱  2 0 ・  

 の熱  0 2 ・  

 

3250  

 

イ の に示す熱 係 ・ の は  

 

 

 

イ 面  0  

 （ ） 面 50  熱  0 1 ・  

 壁（ を く） 面 125  熱  0 2 （ ・ ） 

  面 10  熱  2 0 ・  

 室内 温度 1 の換気に よる熱  20 0  

 

1 4 ・  
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計画原 日照・日射・採光 ① 

問   

ある地 の太陽 度は 1 日のう で（ ）が い   

度が なる 2 つの地 における 日の の太陽 度

は （ ）に位置する地 の うが くなる  

 

日本において （ ）が なる地 であ て （ ）が

であれ 日の の太陽 度は しい  

度 度 

日本において 度およ 度の なる地 であ て

の日と の日の の（ ）の は しく （

）度である  

太陽 度 47 

 

35 度の地 における の日の の太陽 度

は （ ）度 の日における の太陽 度は

（ ）度である  

80 30 

 

平面の 日の 日射量は 太陽 度の い（ ）に

となる  

 

日本においては 快 日の の 日射量は 平面よ

き 面の うが（ ）  

小さい 

（ ）採光の うが（ ）採光よ における

を す には効果がある  

面 面 

太陽 度が い の うが 太陽 度が い よ

面の 日の 日射量が（ ）  

くなる 

昼間の室内の照度 の は き による採光よ

き の採光の うが（ ）  

小さい 

に 日本において 日の 気 は よ

の うが（ ）  

きい 

日影は の 物 と日 であ て 地の（ ）によ

て 日影 間・ さと に なる  

度 

において か する日射熱を ラインドによ て

する の（ ） よ （ ） に ける うが効果

的である  

内  
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計画原 日照・日射・採光  

問   

に（ ）が い ど 空日射量は きい  気  

室内におけるある の昼光 は （ ）が 化して

化しない  

空照度 

に 1 つの を する室内におけるある の昼光 は

か の が（ ） ど くなる  

い 

室内におけるある面の（ ）は における昼光の明るさ

と の関係を ている  

昼光  

は きさ・ が であれ い位置にある ど室内照

度の均 度が（ ）  

がる 
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計画原 音  

問   

音の さは温度と関係し 気温が くなると 空気 の音 は（ ）なる  く 

音が球面 に に がる 音源では 音源か の の 1 2 になると音

レベルは （ ） する  

6 

音響 を する 2 つの音源がある 計の音 レベルが 80 で

あれ 1 つを の音 レベルは （ ） になる  

77 

に 音 レベルの 100 の 音よ 1000 の 音の うが

（ ） る  

きく 

に さの 壁では 位面 の質量が小さい の ど 音

響 が（ ）  

小さい 

に 壁体の は 音の 波 が（ ） ど きい  い 

日本工業 （ ）における 音 断性 の L については の

が（ ）なる ど 音の 断性 が くなる  

小さく 

な を つ 20 の の可 波 の は （ ）

度である  

20 20000 

に の可 波 の（ ）は が がるにつれて するので

は 波 の（ ）音が き にくくなる  

い 

室内 音の 容 を で示す が（ ）なる ど 容され

る 音レベルは くなる  

きく 

室内 音の 容 は 音 ール の うが の 室 よ （ ）  小さい 

の感覚は音の さ 音 レベルとは よく る 波 は

（ ） である  

3000 

に 響 間を計 する 室温を （ ）  しない 

に 室内の 音 が には 室容 が（ ） ど 響 間は

くなる  

きい 

に が いと 響 間は（ ）なる  く 

音源か の 音が れと して 射音が る （

）は を き にくくさ る  

響（エ ー）

 

に と 壁の間に空気層を け 音 は （ ）よ

（ ）の 音に効果がある  

音 音

 

す ての方 に音を均 に放射している 音源の 音の さは 音源か

の の（ ）に（ ）する  

2  
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計画原 光と色彩 ① 

問   

（ ）とは 視 内の 度の な 度 など

によ て 象の すさが なわれる とである  

レア 

光の（ ）は 光を発 する面をある方 か ときの明る

さを示す測光量である  

度 

色 の 原色は （ ） （ ） （ ）である  色  

光の 原色は （ ） （ ） （ ）である   

色の 性は （ ） （ ） （ ）である  色 明度 彩度 

（ ）は ある色 の で 彩度の い色である  色 

明度 彩度の い色は（ ・ ）して い色は（

・ ）して る  

・ ・  

色彩の の（ ）は 明度 けを する色である  彩色 

（ ） （ ） （ ）は 彩色である  色 

色彩の で 明度は 光に する（ ）と関係がある  射  

に 色の い・ い の感覚は 明度の（ ）色 ど く

感 れる  

い 

要に要する 間に て 明 に要する 間の う

が（ ）  

い 

（ ）の なる色を にして し 色であ て

な 色に る  

色  

（ ）は 光が 射する面における 射光による明るさを示す

光量である  

照度 
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計画原 光と色彩  

問   

色を表わす方式を表色 といい 日本工業 においては

（ ）表色 が採 されている  

マン ル 

マン ル表色 では に 5 5 の は（ ） 5

5 は（ ）とされている  

暖色 色 

マン ル表色 における明度は な を（ ） な

を（ ）として表わす  

0 10 

マン ル表色 における彩度は色の かさの度 いで

色が かになる ど が（ ）なる 色 に

よ （ ）は なる  

きく  

 

マン ル色 環において に位置する 2 つの色

は ると（ ）になる  

彩色 

マン ル色 環において に位置する 2 つの色

は に（ ）の関係にある  

色 

と のような（ ）を ると いに（ ）を

て よ かに る  

色 彩度 

に 色の 面 が（ ） の ど 明度およ

彩度が きくな ように る  

きい 

（ ）は温度の 位で 光について うときは（

）といい 光の色を表す  

ル ン 色温度 

 

光の（ ）は の光源の光色の色度に しいか

は する色度を つ光を放つ 体の 温度で表され

る  

色温度 

光の（ ）は 物体色の 方についての光源の性質で

ある  

演色性 
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計画原 環境工学  

問   

層壁の熱 に影響する 3 要素は（ ）

（ ） （ ）である  

壁体表面の熱伝 壁体

の熱伝 壁体の さ 

（ ）を表す指標で の温 感に影響する要素

の 1 つにク （c ） がある  

の断熱性 

気か される熱放射を（ ）という  気放射 

（ ）は 光化学オキシ ントの原因物質であ

性 の原因物質で ある  

素 化物 

都市における 量の（ ）の発生によ て 都心の気温が

の気温よ くなる現象に（ ）がある  

熱 ヒートアイランド現象 

基本的な熱 の スは（ ） （ ） （ ）の 3

つである  

伝 放射 

温熱感覚に影響を す物理的な 4 要素は （ ） （

） （ ） （ ）である  

温度 湿度 気 放射 

音における 感 の 3 要素とは （ ） （ ）

（ ）である  

音の きさ 音の さ 音色 

明視の は （ ） （ ） （ ） （ ） の 4

つである  

明るさ きさ き（

間） 

（ ）とは 照面における 位面 に 射する光 の

とである  

照度 

の日射 係 は が小さい ど日射の 効果は

（ ）  

きい 

可照 間に する日照 間の を（ ）という  日照  

日射のう 気によ される を き 地表

面に する日射の とを（ ）という  

日射 

（ ）とは 1 の 気の質量をいい 位は

ラ で表す  

湿度 

空気の温度が で 室内表面温度が いと（ ）

は くなる  

体感温度 

平ルー ー ラインドの 置は 室内の照度を（

）する効果がある  

均 化 
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計画原 と 位  

問   

の 位は （ ）である  P  しくは  

熱伝 の 位は （ ）である  （ ・ ） 

光 の 位は （ ）である   

気 の 位は （ ）である  P  は P  

音の さの 位は （ ）である   

音レベルの 位は に（ ）である  （ ） 

度の 位は （ ）で表わす   

生物化学的 素要 量（ ）は （ ）で表わす   

日射量の 位は （ ）である   

熱の 位は （ ）である  （ ・ ） 

湿度の 位は （ ）である  （ ） 

化 素 度の 位は （ ）である   は  

熱伝 の 位は （ ）である  （ ・ ） 

音の 波 の 位は （ ）である  H  

照度の 位は （ ）である   しくは  

質量 度の 位は （ ）で表わす   

性係 の 位は （ ）である   

量の 位は （ ）である   
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